
“
'
 

M
E

D
IC

A
L

 
M

B 
De

rm
a

, 3
34

: 
29

-3
7. 

20
23

. 

。
理

想
の

切
れ

味
充

実
の

ラ
イ

ン
ア

ッ
フ
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は

医
療

の
安

全
と

Q
O

L
を

追
究

し
続

け
ま

す

病
変

組
織

、

人
体

組
織

な
ど

の
掻

爬

皮
膚
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ま
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特
集

／
こ

ど
も

の
皮

屑
疾

患
検

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

こ
ど

も
に

よ
く

み
ら

れ
る

光
線

過
敏

症
U

P
D

A
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森
脇
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過
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性
乾

皮
症
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種
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形
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A
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ac

t 
小

児
に

は
成

人
に

み
ら

れ
る

光
線

過
敏

症
の

み
な

ら
ず

，
小

児
特

有
（小

児
期

発
症

）の
光

線
過

敏
症

も
存

在
す

る
．

外
因

性
の

光
接

触
皮

膚
炎

，
内

因
性

の
多

形
日

光
疹

，
日

光
藉

麻
疹

で
は

Q
OL

が
低

下
し

，
稀

で
は

あ
る

が
色

素
性

乾
皮

症
，

コ
ケ

イ
ン

症
候

群
，

赤
芽

球
性

プ
ロ

ト
ポ

ル
フ

ィ
リ

ン
症

な
ど

の
遠

伝
性

光
線

過
敏

症
で

は
経

過
中

に
生

命
予

後
に

関
わ

る
皮

膚
外

症
状

（合
併

症
）が

出
現

す
る

た
め

見
逃

し
て

は
な

ら
な

い
．

新
生

児
，

乳
児

を
含

む
小

児
患

者
が

来
院

し
た

際
に

は
，

露
光

部
に

一

致
す

る
皮

疹
の

分
布

，
外

出
後

に
皮

疹
が

出
現

す
る

と
い

う
時

間
的

経
過

が
あ

れ
ば

常
に

光
線

過
敏

症
を

念
頭

に
四

き
，

問
診

を
詳

細
に

行
い

，
光

線
試

験
，

血
液

・尿
検

査
，

遺
伝

学
的

検
査

な
ど

を
適

宜
実

施
し

て
光

線
過

敏
症

の
確

定
診

断
に

向
け

た
ア

プ
ロ

ー
チ

を
迅

速
，

的
確

に
開

始
す

る
必

要
が

あ
る

．
小

児
に

対
す

る
光

線
過

敏
症

の
早

期
確

定
診

断
は

疾
患

が
重

篤
で

あ
れ

ば
あ

る
ほ

ど
患

者
，

家
族

の
Q

OL
向

上
に

寄
与

す
る

と
こ

ろ
が

大
き

い
．

は
じ

め
に

光
線

過
敏

症
は

光
線

（紫
外

線
，

可
視

光
線

）に
直

接
聯

露
し

た
あ

と
，

通
常

で
は

起
こ

り
え

な
い

異
常

な
皮

府
反

応
が

露
光

部
皮

府
に

限
局

し
て

生
じ

る
疾

患
群

の
総

称
で

あ
る

．
そ

の
な

か
で

小
児

に
み
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れ

る
光
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敏
症
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度
な
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日

光
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塗
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ス
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る
光

接
触

皮
府
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，
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形

日
光

疹
，

日
光

琳
麻

疹
な

ど
発

症
機

序
が
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だ

不
明

（内
因

性
）で

難
治

性
の
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の
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ら

，
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潜
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篤
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ど
の

追
伝

性
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病

ま
で
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々
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．
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で
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で
よ
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造

販
売

元
カ

イ
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ー

ズ
株

式
会

社
医

療
器

事
業

本
部

国
内

営
業

部

〒
50

1-3
99

2岐
阜

県
関

市
小

屋
名1

110
Ph

on
e 

(0
57

5)
28

-6
60

0 
Fa

x 
(0

57
5)2

8-
66

11
 

htt
ps

://
ww

w.
ka

im
ed

ica
l.jp

/ 

*
Sh

in
ich

i M
OR

IW
A

K
I,

〒
56

9-
86

86
高

槻
市

大
学

町
2-

7
大

阪
医

科
薬

科
大

学
皮

府
科

学
教

室
．

教
授

み
ら

れ
る

薬
剤

性
光

線
過

敏
症

や
非

辿
伝

性
の

ポ
ル

フ
ィ

リ
ン

症
は

小
児

で
は

稀
で

あ
る

（表
1

)1)2
).

HV
, 

X
P, 

C
S, 

E
PP

な
ど

生
命

に
関

わ
る

合
併

症
を

引
き

起
こ

す
光

線
過

敏
症

で
は

早
期に

確
定

診
断

を
下

し
，

遮
光

を
含

め
た

適
切

な
生

活
指

導
，

定
期

検
査

，
合

併
症

へ
の

対
応

を
開

始
す

る
必

要
が

あ
る

．
露

光
部

に
皮

疹
が

生
じ

た
小

児
患

者
が

来
院

し
た

際
に

は
常

に
光

線
過

敏
症

も
念

頭
に

置
い

て
，

確
定

診
断

の
た

め
の

各
種

検
査

を
迅

速
，

的
確

に
実

施
す

る
，

も
し

く
は

専
門

施
設

に
紹

介
す

る
こ

と
が

直
要

と
な

る
．

小
児

光
線

過
敏

症
の

診
断

1.
臨

床
所

見
小

児
で

も
成

人
と

同
様

，
光

線
過

敏
症

の
診

断
は

皮
疹

の
性

状
（丘

疹
，

紅
斑

水
疱

，
び

ら
ん

の
有

無
），

露
光

部
限

局
の

皮
疹

分
布

，
光

線
曝

露
と

皮
疹

出
現

の
時

間
軸

か
ら

「光
線

過
敏

症
」と

疑
う

こ
と

か
ら

始
ま

る
皮

疹
は

特
に

顔
面

．
項

部
．

耳
介

，
手

背
上

胸
部

v
領

域
な

ど
に

出
現

し
や

す
い

．
顔

面
で

も
眼

周
囲

，
口

周
囲

に
は

皮
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